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研究成果の概要（和文）： 

 細胞内の物流ネットワークであるメンブレントラフィックは、ものの流れの総合的マネ
ジメントであるロジスティクスと考えることが出来る。この細胞内ロジスティクスの破綻
は様々な疾患の原因となる。融合研究の展開によりその分子基盤を解明し病態の理解を目
指す研究領域が、適確に推進され成果があげられるよう統括した。年に一回の班会議や国
際シンポジウムの開催、ウェブサイト運営、ニュースレター発行、コンテスト実施などの
活動により領域を運営し、情報発信を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Membrane traffic, an intracellular network of molecular transportation, can be 
regarded as “logistics” which is total management of material flow. Collapse of the 
intracellular logistics causes various diseases. We have managed the research project 
aiming to unravel the molecular basis of intracellular logistics and understand 
pathology of such the diseases by interdisciplinary approaches. We held an annual 
group meeting, international symposiums, and contest of software, and transmitted 
information via our own website and newsletter.  
 

交付決定 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008年度 28,900,000 8,670,000 37,570,000 

2009年度 7,400,000 2,220,000 9,620,000 

2010年度 9,300,000 2,790,000 12,090,000 

2011年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000 

2012年度 11,400,000 3,420,000 14,820,000 

総 計 64,000,000 19,200,000 83,200,000 
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１．研究開始当初の背景 

 細胞内の多くのオルガネラを結ぶ物流シ
ステム・メンブレントラフィックは、細胞膜
を最前線とする細胞の対外活動のための後
方支援機構（兵站線＝ロジスティクス）とし
て個々の細胞の生存のみならず神経系や免

疫系などの高次生体機能をも担う。このシス
テムの実体は単なる物質運搬ではなく、まさ
に経済用語としてのロジスティクスすなわ
ち「原材料の調達から製品消費までのものの
流れの総合的なマネジメント」により近い。
この細胞内ロジスティクスは多岐に亘る生
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理的病理的意義を持つことから、欧米ではこ
の物流システムの研究は細胞生物学の根幹
となっている。翻って我が国では、比較的研
究者人口が少ないものの質的には優れた研
究が積み重ねられており国際的コミュニテ
ィに一定の地位を持つに至っている。 

 

２．研究の目的 

 漸く育ってきた我が国における本分野の
強化をはかり国際的競争力を増すため、新学
術領域研究「細胞内ロジスティクス」が発足
した。この領域では、細胞内物流をロジステ
ィクスとして捉える新視点に立脚し、その破
綻・攪乱により生じる様々な病態の理解を目
指した。具体的には、５つの物流経路に焦点
を当て分子細胞生物学とシステムバイオロ
ジー及びケミカルバイオロジーとの融合に
よるアプローチを試みた。本研究課題は、領
域の円滑な運営と統括を図り、大きな成果に
繋げることを目的としたものである。 

 

３．研究の方法 

 毎年開催する班会議を軸に、隔年で国際シ
ンポジウムや、画像解析ソフトウェアのコン
テストを開催した。総括班会議には、国内外
の著名な関連分野研究者を外部評価委員と
して招聘し意見を聞いた。ウェブサイト運営
及びニュースレター発行を通して情報発信
を行った。また開発したソフトウェアの公開
や、他学会での啓蒙活動を行った。 
 
４．研究成果 
（１）総括班会議  
・第１回総括班会議を２００９年１月２８日
に東京都千代田区にて開催。全体班会議の責
任者の決定や、融合研究推進の具体策につい
て話し合った。 
・第２回総括班会議を２００９年４月１５日
に埼玉県和光市にて開催。領域の開始状況を
検討し、総括班の今後の活動計画を策定した。 
・第３回総括班会議を２００９年１１月１０
日に沖縄県国頭郡にて開催。活動状況を反省
し、今後の展開方針を話し合った。 
・第４回総括班会議を２０１０年７月１日に
北海道札幌市にて開催。現状の総括と今後の
活動方針を話し合った。 
・第５回総括班会議を２０１１年６月２日に
三重県鳥羽市にて開催。現状の総括と今後の
活動方針を話し合った。 
・第６回総括班会議を２０１２年６月１４日
に宮城県仙台市にて開催。これまでの総括と
終了に向けてすべきことについて話し合っ
た。 
 
（２）全体班会議 
・第１回全体班会議を２００９年１１月９日
〜１２日の３日間、沖縄県国頭郡にて開催。

計画と公募の研究代表者全員が発表し活発
な討論を行った。会議は公開とし、班外から
のポスター発表もあった。 
・第２回全体班会議を２０１０年６月３０日
〜７月１日に北海道札幌市で開催した。計画
と公募の研究代表者及びそのラボメンバー、
班外からの参加者が発表と活発な討論を行
った。 
・第３回全体班会議を２０１１年６月１〜３
日の３日間、三重県鳥羽市で開催した。半数
以上が交代した公募研究と計画研究の代表
者、そのラボメンバー、班外からのポスター
発表者が講演・ポスター発表と活発な討論を
行った。 
・第４回全体班会議を２０１２年６月１３〜
１５日の３日間、宮城県仙台市で開催した。
最後の班会議として、計画と公募の研究代表
者及びそのラボメンバー、班外からの参加者
が発表と活発な討論を行った。 
 
（３）シンポジウム 
・国際シンポジウム「メンブレントラフィッ
クとがん」を、２０１０年６月２８〜２９日
の２日間、北海道札幌市で開催した（財団法
人「札幌がんセミナー」との共催）。海外１
０名（総括班海外評価者２名を含む）国内１
０名の著名なメンブレントラフィック研究
者による講演と一般からのポスター発表を
行った。約１６０名の参加があり、極めて充
実した内容でこのようなテーマの国際会議
は初であると海外からの演者の評価も高か
った。このときの海外演者のひとりが、本シ
ンポジウムにインスパイアされ、同じコンセ
プトのシンポジウムを後年英国で開いた。 
・「オートファジーに関する国際シンポジウ
ム」（6th ISA）を、２０１２年１０月２８〜
１１月１日に、国外の著名な研究者 24 名を
講演者として招き沖縄県名護市において開
催した。参加者は３１９名でうち自費参加の
国外参加が 27 ヶ国 187 名という我が国では
希な真の国際会議となり、大成功であった。 

 
（４）情報発信 
領 域 の ウ ェ ブ サ イ ト を 立 ち 上 げ 、
http://leib.rcai.riken.jp/logistics/hom
e.htm 成果の公表や報道状況などの情報発

http://leib.rcai.riken.jp/logistics/home.htm
http://leib.rcai.riken.jp/logistics/home.htm


信を行った。また研究内容の解説や学会レポ
ートなど種々の情報を掲載した領域のニュ
ースレターを計６号発行し、全国の関係者に
送付した。成果のマスメディアでの公表や、
中高生あるいは市民向けの講演など、社会に
対するアウトリーチ活動も各班員が活発に
行った。 
 
（５）融合研究の促進 
・ケミカルバイオロジーによる薬剤開発を領
域内で促進するため、総括班で自動化細胞観
察装置（Nikon, BioStation）を購入し班員
が誰でも使用できるようにした。計画研究代
表者の清水が統括し、理研の化合物ライブラ
リーと化合物アレイを用いた化合物スクリ
ーニングを各班員が実施した。有望な候補化
合物が得られている。 
・デジタル画像解析技術の開発のため、それ
を専門とする計画研究代表者の牧野内グル
ープが他の計画研究代表者のラボをひとつ
ずつ回り、needs などについて意見交換を行
った。班外に細胞の画像解析の意義を広め、
かつ有用なソフトウェアを開発するために、
精密工学会が毎年開催する外観検査アルゴ
リズムコンテストで、２０１０〜２０１２年
の連続３回メンブレントラフィックをテー
マとして貰った。情報工学系の学会等で講演
し啓蒙活動を行った。また領域で開発された
ソフトウェアをインターネットで広く公開
し、成果の還元を行った。 
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